
人材育成研修事業 

 

令和６年１１月「ＱＣ七つ道具実践的解決法」研修 開催要項 

 

 

１．開 催 日  令和６年１１月２６日(火)～２７日(水) ９：００～１７：００ 全２日間 

２．会 場  本荘由利産学共同研究センター ２階 研修室 

３．主   催  公益財団法人本荘由利産学振興財団 

４．講 師  財団コーディネーター  佐々木 良春 

５．研修目的   ビジネスや生産現場における問題を真に解決するポイントは「問題の発見」「原

因の追究」「対策の立案」「対策の実行」というステップを一歩一歩進めていくこ

とです。問題解決のプロセスに沿ってＱＣ七つ道具を使って確実に問題を解決

する方法を学びます。 

６．対 象 者  あらゆる業種、職種を対象としています。 

特に新入社員～中堅社員の方 

７．内   容 

1.品質管理概論 

2.ＱＣ七つ道具の活用 

3.パレート図 

4.特性要因図 

5.ヒストグラム 

6.グラフ 

 

7.チェックシート 

8.散布図 

9.管理図 

10.ＱＣ的問題解決法の進め方 

11.管理と改善の考え方 

12.理解度確認 

８．定 員  ７ 名  

９．参加費用  １名 ５,２００円 (テキスト、昼食代含む) 

          ・現金でお支払いの場合は、当日受付の際にお支払い願います。 

           ・銀行振込の場合は当日請求書を発行いたしますので、後日指定口座にお振込下さい。 

 

１０．申込方法  別紙研修参加申込書に必要事項をご記入のうえ、FAX 又は E メールで 

            お申込みください。 

             FAX : ０１８４－２３－７４６０ 

                 E-mail : info@hy-sangaku.or.jp 

 

（裏面に続く） 



 

１１．申込締切  令和６年１１月１１日(月) 

             《定員になり次第締め切らせていただきます》 

 

１２．問い合せ先 〒015-0051 

            由利本荘市川口字大覚 182 番地 

            公益財団法人本荘由利産学振興財団 

            （本荘由利産学共同研究センター内） 

              担当：熊 谷 

              E-mail : info@hy-sangaku.or.jp 

              TEL：0184-22-3488 

              FAX：0184-23-7460 
 

 

* 本荘由利産学共同研究センターホームページお知らせにも研修案内を掲載しております。 

              https://www.hy-sangaku.or.jp 
 

 

 



『ＱＣ七つ道具実践的解決法』研修とは？

・

・

「原因に対して手を打つ」ことは、仕事をよくする基本です。しかしこれ
がなかなか思うようにいかないのが現実です。発生している問題の原
因を見つけるには、対象となる問題に知識が必要であり、データを解
析する手間もかかります。これらの問題を元から絶つ手段としてＱＣ
的考え方でＱＣストーリー（テーマの選定、現状の把握、目標の設定、
原因の解析、対策の立案と実行、効果の確認、標準化）に沿ってＱＣ
七つ道具を使って確実に問題を解決していく研修です。

この研修の理解度は？

全てに関して理解できた・・・０人
おおむね、理解できた・・・・７人
あまり理解できなかった・・・０人

あらゆる業種･職種が対象です。
特に新入社員～中堅社員の方に、ぜひ受講を
お勧めします。

どんな人が対象？

どんな事を学ぶの？

研修で得た事を今後どう役立てますか

・現場でもQC七つ道具を使用している場面があるので、その図やグラフからデータや傾向を

読み取って、どう改善していくかを考えて仕事に役立てていきたい。

・実際の現場で管理図やチェックシート等は毎日使うので、さらに詳しく知ることができたの

で、これからもこの知識を活かして業務に励みたい。

・設備の管理業務を行っているので、故障の発生原因や何が原因で故障するのか数値に表して

未然に防げるようになりたい。

・今後QC活動などがあった時に今回の研修を役立てていきたい。

この研修で得たことは何ですか？

・QC七つ道具のそれぞれの特性や図の書き方を学び、どのような時にどの七つ道具を用いれ
ば良いかわかった。
・現場で使用しているP推移図を今までなんとなく見ていたが、どういったものか理解できて
良かった。
・グラフなどを作成して、仕事での結果効率化や不良などがあった時の解決方法などが分かり
やすくなることが分かった。
・問題の視える化、洗い出し。

講師の指導方法と進め方について

非常に良い・・・・３人
良い・・・・・・・３人
普通・・・・・・・１人
やや不満・・・・・０人
不満・・・・・・・０人




